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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 北海道浦臼町産業課 

②事業名 浦臼町交流拠点施設再整備事業 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 
 

④サウンディングの目的  過去数年にわたり観光資源を洗い出しながら、観光交流拠点施

設として道の駅、温泉宿泊施設、キャンプ場の再整備を検討し、

その拠点施設の機能や運営方法などを検討してきたが、新型コロ

ナウイルス感染拡大による観光形態の変容や取り壊しを含む整備

費用の高騰により整備内容を再検討している。 

 既存の温泉やキャンプ場、特産品などの観光資源を活用し、施

設の再整備を経て民間事業者が中心となって運営する方式を現状

は想定しており、ＰＦＩ、ＤＢＯ方式による整備及び維持管理・

運営事業者の公募（維持管理・運営は指定管理者制度に基づく）

により多くの企業にエントリーしてもらえるよう施設要件や運営

要件を整理するため、整備運営実績を有する民間事業者等からの

意見やアイデアを聴取することが目的である。 

 

⑤民間事業者に対する質

問事項 

 町が有する観光資源（特産品、道の駅、温泉、キャンプ場など）

と過去の検討経過（別添資料参照）を踏まえ、以下の項目につい

て意見やアイデアをいただきたい。 

・集客、収益を確保できる拠点施設の構成 

・最新のトレンドを踏まえた観光施設の例 

・望ましい事業方式（町は施設整備・管理運営を一体的に実施す

る PFI 方式、DBO 方式のいずれかを想定） 

・より意欲的に参画したくなる公募条件 

 

 

⑥対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではあり

ません 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント    

7.運営（                       ） 

8.その他（                      ） 
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⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する規模の事業者を確

約するものではありません 

1.全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

3.地元事業者      4.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の分野 

※該当する番号に○（複数可） 

１.公有財産利活用 ２.都市公園 ３.観光施設  

４.教育・文化関連施設 ５.賃貸住宅・宿舎等  

６.廃棄物処理施設・斎場  

７.インフラ施設（                   ） 

８.その他（                      ） 

②事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

③想定する事業類型 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.その他（             ） 

④想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

※PFI 事業方式（BTO、RO 等）

が具体に決まっている場合、

「1.PFI 事業」の（）内に記載

ください。 

１.PFI 事業（   ）方式 ２.DBO 方式 

３.包括的民間委託 ４.指定管理者制度  

５.コンセッション 6.Park-PFI  

7.土地の賃貸借 8.土地の売却・譲渡 

9.建物の賃貸借 10.建物の売却・譲渡 

11.その他（             ） 

⑤事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

観光地区における交流拠点施設の再整備及び運営事業者の確保 

■再整備対象の既存施設・機能 

浦臼町自然休養村センター（温泉施設も含む）、道の駅つるぬま 

鶴沼公園（キャンプ場も含む）、道の駅に付帯する施設駐車場 

■対象敷地 

※鶴沼公園全体 

■想定する施設の構成・機能 

温泉施設、道の駅（農産物販売）、芝生広場、飲食・物販店舗、

駐車場、キャンプ場（宿泊） 

■独立採算で実施する業務の範囲 

温泉施設、農産物直売所、物販施設、飲食施設は独立採算で運営

をお願いしたい。 

■事業者の収入 

町がこれまで支払ってきた温泉施設とキャンプ場の指定管理費用

は継続して支払うことを想定しています。 

事業者の収入として温泉施設、物販、飲食、キャンプ場の収益を

想定しています。 
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⑥現状及び課題 施設老朽化による再整備を検討したがコロナ禍における観光形態

の変容や整備費用の高騰により整備方針の見直しを要し、人口減

少や町内事業者高齢化などにより運営事業者の確保が困難であ

る。 

 

⑦前提条件 

※事業化にあたって事業者に

考慮してほしい事項等を簡

潔にご記入ください 

現在の施設には宿泊機能を有するが、改修する施設には宿泊施設

は設けないが、キャンプ場の機能を充実させて宿泊機能を補完す

ること想定したい。 

施設に併設する農産物直売所や物販施設には、地元農家が生産す

る農産物を販売することや、物販施設では町の特産品となってい

る豆腐、和牛やエゾシカ肉などを販売することを考慮していただ

きたい。 

 

⑧事業スケジュール（予

定） 

令和 5 年 公募、令和７年 着工、令和８年度 供用開始 

 

（２）対象地  

① 所在地（交通情報含む） 北海道樺戸郡浦臼町字キナウスナイ 186-90、188-30 ほか 

 

② 敷地面積 既存温泉宿泊施設敷地 約 5,000 ㎡、道の駅周辺小公園・店舗敷

地・駐車場 約 12,700 ㎡、鶴沼公園・キャンプ場（駐車場含む） 

約 72,000 ㎡ 

③ 土地利用上の制約 本町は都市計画を定めていませんので、計画地は都市計画法上の

制限を受けません。 

道の駅周辺小公園に、灌漑用水路が埋設されており構築物の建設

は不可能。国道 275 号を挟んで既存施設がある。 

④所有者 町（一部国有地） 

 

⑤周辺施設等 道の駅、温泉、キャンプ場など 

 

⑥対象地周辺の環境 鶴沼地区には大規模なヴィンヤード（鶴沼ワイナリー）や牧場（神

内ファーム）があり町内の観光地区として認識されている。 

 ⑦その他 

 (上記項目以外の情

報、特徴、留意すべき

こと等） 
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■添付資料 

 計画地の位置図 

 現況の写真（浦臼町自然休養村センター・道の駅つるぬま・鶴沼公園） 

 利用者数（平成 28 年～令和 3 年） 

 浦臼町の人口、年代別人口 

 参考平面図（①温泉と道の駅一体整備、②温泉と道の駅の分離整備、敷地図） 

 計画地 

 事業費 

 本事業に対する市民の意見アンケート結果等 

 


